
18 19②分科会

はできなかったと思います。自社商品開発に取組み、自社の広報を行うこと
によって、自分も変わることができたという想いです。私が自分から積極的
にやっていくようになった時期は、ちょうど大学生になって下宿した頃です。
自分のアクティブラーニング生活が始まったという感覚です。日常生活では、
朝誰も起こしてくれないので、昼まで寝ていたら１年半で留年しそうになり、
そこから必死に人生を変えないといけないと考え、自分が変身しだしたよう
に思います。さらに自社商品の開発を経験することで、もう１回自分自身が
変われたように思います。私は大学時代にクラブ活動に打ち込んでいました。
まさにクラブはアクティブラーニングだと思います。あと、小学校・高校に
おいて PTA 会長を務めたのですが、私が自社商品開発に取組んでなかった
ら、そのような経験もできなかったのではないかと思っています。PTA の
活動もものづくりの仕組みの中に当てはめていくと、できると感じました。
自分自身でものごとを企画して、どういうふうに表現して行こうかと考えて
いくことが全く同じなのです。自社商品開発の取組に当てはめていくからで
きたのであって、下請加工業のままであれば、できていなかったと思ってい
ます。いい体験を違った角度からさせてもらったという想いです。また、町
内会会長も務めましたが、この場合は仕組みができあがっているので、これ
は誰でもできるように感じました。
　自社商品開発の取組みの経験がより自分の幅を多方面に拡げてくれている
と感じています。
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ワーク①

ワーク①の指示内容
・卓上にあるカード（上に掲載）に「貧困・途上国」ときいて連想するキー
ワード（単語 or 単文）を１つ書いてください。
・書いたカードは裏向けて中央で山積みにしてください。
・時間がきたら、全員でカードを裏返し、同じものは 1 枚だけ残すよう
にして、どんなキーワードが出てきたか確認してください。

注：カードの大きさはＡ４に 4 枚並べるぐらいでよいと思います。グループ
ワークをする際にあまり小さいと読み取りにくくなるので、大きめくらいの
用紙に大きくはっきり書くと後の作業がはかどると思います。

ワーク①の目的：最終的な目標である「貧困状態にある人々を助けるビ
ジネスアイディア」を考えるために、「貧困状態にある人」とはどうい
う人かを考えていくワークです。これを行うことで、メンバー各人の頭
の中にあるイメージを共有し、かつ自分が持っていなかった着眼点を獲
得することを目指します。ワーク②につなげるために、たくさん書いて
もらいます。
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ワーク③

ワーク③の指示内容
・ＨＯＷを考える
・ワーク②で取り組んだ結果をもとに、原因を取り除く方法を考えてシー
トに記入
・「実現可能性」に配慮しましょう

ワーク③の目的：最終的な目標である「貧困状態にある人々を助けるビ
ジネスアイディア」へつなげていく準備です。ここまでのワークで取り
組んできたことをまとめて、貧困状態が持続する原因を突き止めること
で、その原因をどう取り除く・あるいは改善することができるかを考え
ることにより、アイディアの考案につなげます。

ワーク②

ワーク②の指示内容
・ワーク①で出たキーワードを１つ選び中央の枠内に書きます。それを
掘り下げて説明する追加的なキーワードを考えてください。追加キー
ワードは付箋に書いて、ワーク①のキーワードの周囲に貼ってください。

　　どう困っているか・不満か・不十分か・不足か
　　原因は何か（連想でキーワードをつないでいき、どんどん掘り下げてみる）

注：シートの大きさはＡ４ないしＢ４くらいが使いやすいと思います。付箋
を用意し、適宜並べ替えや組合せ変更をおこない整理します。

ワーク②の目的：「貧困状態にある人」が直面する問題・課題を掘り下
げていくワークです。これを行うことで、複数の原因が関係しているケー
スなど、問題点をより具体的につかむことを目指します。


